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序 

 

 

 現在、ソサエティ 5.0やコネクティッド・インダストリーなどが議論されて

おり、我が国の技術・経済社会は大きな変革期を迎えております。こうした中

で、新技術や新システムを社会に導入するためには、技術を検討するだけでは

なく、経済社会の変革のあり方を検討し、イノベーションのための戦略を策定

することが重要です。こうした戦略を策定するため、一般財団法人機械システ

ム振興協会では、平成２６年度から、外部の関係組織の皆様とともに「イノベ

ーション戦略策定事業」を進めてきました。 

 

 この事業の一環として、昨年度プロジェクトに引き続き、一般社団法人遠赤外

線協会に委託して、「遠赤外線機能による繊維製品の温熱快適性向上に関する戦

略策定」のプロジェクトを実施しました。これは、セラミックス材料を錬り込ん

だ繊維を用いて温熱快適性を高めた寝具、衣料製品を開発し、市場に導入するた

めに、それら繊維製品の遠赤外線放射の標準的測定法を開発するとともに、その

測定法の普及を通じた繊維産業のイノベーション戦略を策定するものです。 

 

この中で、多様な分野の関係者とともに弊協会も参加して議論・検討を行いま

した。また、弊協会に設置しております「機械システム開発委員会」(委員長：

東大名誉教授 大場 善次郎 氏)の指導・助言を受けました。 

 

 この成果が、機械システムによる経済・社会の変革に寄与することとなれば

幸いです。 

 

 

 令和２年３月 

                  一般財団法人機械システム振興協会 

  



 

はじめに 

 

 

我が国の遠赤外線技術の応用範囲は、加熱系の加熱乾燥や食品加工、室内冷暖房から

保温繊維系の衣料・寝具や美容・健康・宝飾類まで広がっています。そのような中、遠赤外

線協会は、非営利の一般社団法人として赤外線関連産業の振興と消費者保護活動という

協会設立の目的に照らして事業活動を進めております。 

平成３０年度に当協会では、一般財団法人機械システム振興協会から「寝具及び衣料製

品の遠赤外線放射測定手法に関する戦略策定」事業の委託を受け、当協会に戦略策定委

員会を設置し、この問題に関する解決手段とその活用戦略をとりまとめました。 

繊維製品の快適性要求レベルは高度化しており、製品の高付加価値化による国際競争

力向上が重要になっています。寝具や衣料においては、温熱快適性を高めた繊維製品を

消費者にＰＲするため明確な科学的根拠が必要ですが、空気層を多く有する機能繊維製品

の遠赤外線放射性能の測定手法が確立されていませんでした。従来実現できなかった厚

みを有する製品の遠赤外線放射を計測する世界初の装置を開発し、遠赤外線機能製品の

普及や利用拡大を検討していただきました。 

令和元年度は「遠赤外線機能による繊維製品の温熱快適性向上に関する戦略策定」とし

て継続して委託を受け、当協会に戦略策定委員会（委員長：文化学園大学名誉教授  田村 

照子）を設置し、市場動向調査を実施し遠赤外線繊維製品の普及拡大策を提案するととも

に、昨年度の測定装置の残課題を解決し、新遠赤外線放射測定法を検討していただきまし

た。 

この２年間の事業成果は、遠赤外線利用による繊維製品開発や市場での認知度アップ

に活用され、新測定法が今後、認定基準作成の基礎に繋がってくるものと考えます。 

本報告が今後、遠赤外線技術を利用した温熱快適性繊維分野の産業の復活にいくらか

でも貢献できれば幸いです。 

 

 

令和２年３月 

 

一般社団法人 遠赤外線協会 
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